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令和５年度小学校及び中学校各教科等教育課程研究協議会報告書

【 小学校理科 】

【報告書のポイント】
⚫ 学習指導要領の趣旨の徹底。子供たちに３つの柱で整理された資質・能力をバランスよく
身に付けさせることが大切である。

⚫ 個別最適な学びとは、新しいことを始めるのではなく、これまで行われてきた個に応じた
指導をさらに充実させていくこと。

⚫ 「しようとする態度」とは、意志的・自発的な側面。他者を求めている姿を教師が見取り、
子供たちが他者と関わることに価値を見出すような指導が大切である。

⚫ 指導があっての評価。「指導と評価の一体化」のための学習評価とは、教師の指導改善と
子供たちの学習改善につながるものにしていくこと。

⚫ 「指導と評価の計画」は、各学校において、児童の実態を踏まえた上で必ず作成すること。
一度作成したものをブラッシュアップしていくことが大切である。
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目的化して
はいないか。
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個別最適な学びとは、
新たに何かを始めるの
ではなく、「今」を
もっと充実させていく
こと。

従前から個に応じ
た指導は行われて
いる。

＝個別最適な学び

技能には結果を記録
することも含まれる。
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それぞれの学年で
重点的に指導して
いく力と捉える。

生命領域以外でも、
身近な自然と関わり
ながら、自然を知る
という態度を大切に。

ひとまとまり
にして評価規
準に示すこと。
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「…しようとする態度」とは、
意志的・自発的な側面。他者を
求めている姿を見取り、他者と
関わることに価値を見出すよう
な指導が大切。

バランス良く
身に付けさせること



5

評価をする前に、しっかりと指導が行われたのかを確認した後、評価を行う。Cをつけた子供
には指導が必要。→ 指導改善と子供たちの学習改善に向けた評価を繰り返していく。
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各学校で必ず作成する。
※学校や児童の実態に
応じた計画。

「主体的に学習に取り組む態度」
の育成を本時の目標にしていても、
評価規準が「他者と関わりながら
問題解決している」となっている
指導案もある。
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重点とする観点は、できるだけ１個にしぼる。
「記録」とは、評価する資料等を集めて記録していく時間。

１時間目に「主体的に学習に取り組む態度」を設定するのは
現実的ではない。事象提示して、児童が興味・関心を持って
いるのかどうかを評価するというのは、趣旨が異なる。

子供たちの実態を
しっかり把握した
上で見取る。
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「主体的に学習に取り組む態度」を
本時の目標にした授業に課題や苦手
意識がある。バランスよく育成する
ことが大切。
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